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浅草橋店／東京都台東区柳橋1丁目32番5号
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　初代市川豊玉の長男として東京・浅草に生まれる。８歳より祖父「江戸の名工」甲冑師
市川光玉斎に指導を受け、無形文化財(故)佐久間珖甫に衣裳着、京人形師 中川春朋に
有職雛の技法、頭師(故)小宮映峯に桐塑を学ぶ。平成19年経済産業大臣指定伝統工芸
士に認定される。

　経営者の高齢化が進み、後継者不
在といった状況の中で、事業承継問題
が一段と顕在化してきています。この
ため、当組合では、営業職員の相談対
応能力の一層の向上を図るための「事
業承継研修」を計画的に実施し、お取
引先の皆様からのお問合せやご相談
に迅速・的確にお応えするための取り
組みを強化してまいりました。
　本年も、営業職員が研鑚に努めると
ともに、総合相談センターでの相談機
能の活用も図りつつ、お取引先の皆様
の事業承継問題に対するサポートを
強化してまいります。

《受賞歴》
内閣総理大臣賞、文部科学大臣賞、経済産業大臣賞、中小企業庁長官賞、
東京都優秀技能表彰、東京都技能功労賞、東京都知事賞、関東通産局局長
賞、東京商工会議所会頭賞など多数受賞

《所属》
東京都雛人形工業協同組合会員、(社)日本人形協会・節句人形工芸士委
員、東京都伝統工芸士会、日本伝統工芸士会、東京都雛人形工業組合理事

皆様の豊かなくらしの実現とたしかな未来を築くために、
山梨県民信用組合はこれからも
皆様のベストパートナーをめざして

こころのこもったサービスをお届けいたします。

皆様の豊かなくらしの実現とたしかな未来を築くために、
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私たちは緑の募金に
参加しています。
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応援しています。
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

お取引状況に応じて金利を最大△1.5％引き下げます。
さらにWish をご契約のお客さまは△0.2％引き下げます !!

対 象 :● 幼稚園から大学院まで

スマートフォンからのお申込みはこちらから
※通信料はお客さまのご負担となります。
※一部の機種ではご利用いただけない場合がございます。

対 象 :● 専門学校・短期大学・大学・大学院

スマートフォンからのお申込みはこちらから
※通信料はお客さまのご負担となります。
※一部の機種ではご利用いただけない場合がございます。

10万円から最高1,000万円
ご融資金額

50万円から最高500万円
ご融資金額

キャンペーン期間中Wishをご契約のお客さまに

通常
金利

（変動金利型）
※保証料を含みます。

通常
金利
お取引状況に応じて金利を最大△1.5％引き下げます。

（変動金利型）
※保証料を含みます。

最優遇
金利 ※保証料を含みます。（変動金利型）

最優遇
金利 ※保証料を含みます。（変動金利型）

詳しくは、けんみん信組の窓口または、
営業係までお気軽にお問い合わせください。

もれなく図書カード（500円分）をプレゼント 平成26年 平成27年
11月4日（火） 4月30日（木）~

キャンペーン期間

!!

き ょ う い く

イノベーション

ウ ィ ッ シ ュ
カードローン型

証書貸付型

平成26年11月4日現在

2015

写真は、46人の営業職員等が参加し、
11月1日（土）に開催した第2回事業承継
研修会の模様です。

 

江
戸
の
人
形
製
法
は
京
都
の
影
響
を
受
け
江

戸
時
代
に
は
じ
ま
り
、江
戸
中
期
の
宝
暦
頃(

一

七
五
一
〜
六
三
年)

に
写
実
的
で
洗
練
さ
れ
た

江
戸
前
の
姿
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。幕
府
が
度

重
な
る
禁
令
で
人
形
の
大
き
さ
や
贅
沢
を
厳

し
く
取
り
締
ま
っ
た
こ
と
で
、江
戸
の
人
形
師

は
江
戸
っ
子
の
心
意
気
で
創
意
工
夫
を
重
ね
、

色
合
い
が
自
然
で
、渋
好
み
、小
さ
く
て
も
大

変
高
品
質
な
節
句
人
形
を
生
み
出
し
ま
し

た
。こ
れ
が「
江
戸
節
句
人
形
」が
独
自
の
発
展

を
遂
げ
る
契
機
と
な
り
、そ
の
作
風
が
現
在
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。武
家
の
町
江
戸
で
は
、

日
本
橋
十
軒
店(

現
在
の
室
町
3
丁
目
付
近)

に
毎
年
雛
市
・
甲
人
形
市
が
立
ち
、江
戸
の
風

物
詩
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。時
代

が
明
治
を
迎
え
、明
治
6
年
の
五
節
句
の
廃
止

に
よ
っ
て
一
時
的
に
衰
退
し
た
も
の
の
、そ
の

後
、雛
祭
り
や
端
午
の
節
句
は
再
び
盛
ん
に
な
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御
名
刺
に
は「
有
職
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」と
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
ゆ
う
そ
く
」と
読
み
、本

来
は「
有
識
」だ
っ
た
の
で
す
が
、「
有
職
」と

書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、公
家
・
武
家
な
ど
の

行
事
、儀
式
、官
職
等
に
関
す
る
知
識
に
詳
し

い
も
の
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。歴
史
と
伝

統
を
受
け
継
ぐ
節
句
人
形
の
人
形
師
の
方

は
、だ
か
ら「
有
職
」な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

り
、明
治
、大
正
、昭
和
に
か
け
て
多
く
の
名
人

名
工
が
登
場
し
ま
し
た
。現
在
も
そ
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、江
戸
風
の
粋
と
精
緻
な
造
り

の「
江
戸
節
句
人
形
」が
製
作
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。

　
現
在
は「
人
形
」と「
甲
冑
」に
大
別
さ
れ
て

い
ま
す
が
、元
来
双
方
と
も
人
形
師
の
仕
事
で

し
た
の
で
、「
江
戸
節
句
人
形
」は「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き

経
済
産
業
大
臣
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
経
済
産
業
大
臣
指

定
伝
統
的
工
芸
品
は
平
成
26
年
11
月
現
在
で

二一
九
点
指
定
さ
れ
て
い
て
、そ
の
う
ち
人
形
・こ

け
し
分
野
で
は
八
点
の
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
川
豊
玉
人
形
工
房
の
歴
史
は
、今
か
ら

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
百
五
十
年
前
江
戸
時
代

嘉
永
2
年
、御
人
形
司
近
江
屋
安
兵
衛
に
そ

の
歴
史
が
始
ま
り
、そ
の
後
、時
代
を
経
て
蓬

玉
流
派
直
系
門
下
の
中
に
江
戸
の
名
工
と
謳

わ
れ
た
市
川
光
玉
斎
が
登
場
し
ま
す
。光
玉

斎
の
長
子
が
市
川
豊
玉
を
名
乗
り
、そ
の
長

子
が
二
世
市
川
豊
玉
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
伝
統
的
工
芸
品

「
江
戸
節
句
人
形
」の
工
房
が
韮
崎
市
穂
坂
町

に
あ
る
と
初
め
て
知
り
、今
回
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。市
川
豊
玉
さ
ん
が
こ
の
地
に
工
房
を

構
え
ら
れ
た
の
が
平
成
元
年
と
の
こ
と
。そ
の

動
機
を
お
伺
い
し
て
ま
た
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
に
ド
ラ
イ
ブ
に
来
て
、た
ま
た
ま
韮
崎
Ｉ
・

Ｃ
で
中
央
道
を
降
り
た
際
に
穂
坂
の
景

色
が
と
て
も
気
に
入
り
、そ
こ
に
た
ま
た
ま

「
売
地
」の
看
板
を
見
つ
け
て
、こ
こ
に
工
房
を

建
て
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
の
こ
と
。東
京
の

工
房
の
拡
張
を
検
討
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
と

は
言
え
、こ
の
地
を
選
ば
れ
た
決
断
に
感
謝
。

　
お
話
を
お
伺
い
し
て
い
て
感
じ
ら
れ
る
温
厚

で
気
さ
く
な
お
人
柄
の
市
川
さ
ん
が
、ひ
と
た

び
工
房
に
入
ら
れ
る
と
立
ち
居
振
る
舞
い
か
ら

表
情
ま
で
一
変
さ
れ
ま
す
。そ
こ
に
は
、伝
統
の

技
術
、伝
統
の
技
法
、伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て

き
た
材
用
で
江
戸
節
句
人
形
を
製
作
す
る
伝

統
工
芸
士
・
市
川
豊
玉
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

伝統工芸士

じ
ゅっ
け
ん
だ
な

ひ
な
い
ち

か
ぶ
と
に
ん
ぎ
ょ
う
い
ち

かっ
ち
ゅ
う

せ
い
ち

けんみん信組では、皆様の「
事
業
承
継
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

工
房
訪
問

市川豊玉

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
契
約
満
了
に
よ
り

表
示
を
外
し
ま
し
た
。

市川豊玉 検索



　新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
素
よ
り
山
梨
県
民
信
用
組
合
に
対
し
ま
し
て
、格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
昨
年
は
、富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
受
け
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
を
迎
え
、ま
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
が
認
可
さ
れ
る
な
ど
、山
梨
県
経
済
の

活
性
化
を
牽
引
す
る
明
る
い
材
料
が
で
て
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
月
の

記
録
的
な
大
雪
に
は
じ
ま
り
台
風
や
大
雨
な
ど
、農
業
や
観
光
業
を
中
心
に
県
民
生

活
に
大
き
な
経
済
損
失
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、私
ど
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
で
は
、

地
元
の
金
融
機
関
と
し
て
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
積
極
的
な
資
金
供
給
や

金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　加
え
て
昨
年
は
、山
梨
県
民
信
用
組
合
が
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
、各

種
記
念
事
業
を
通
じ
て
、皆
様
方
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、お
客
様

と
の「
絆
」が一
層
深
ま
っ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　今
年
も
、山
梨
県
経
済
は
、緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明

感
が
増
し
て
い
る
と
の
観
測
も
あ
る
な
か
で
、中
小
規
模
事
業
者
の
景
況
感
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　私
ど
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
で
は
、こ
う
し
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、信
用
組
合
と
し

て
の
存
在
意
義
を
十
分
に
発
揮
し
、地
域
に
密
着
し
た
金
融
機
関
と
し
て
、皆
様
方
の

お
役
に
立
て
る
も
の
と
考
え
、お
互
い
に
助
け
合
い
、皆
様
と
と
も
に
発
展
す
る
と
い
う

信
用
組
合
の
原
点「
相
互
扶
助
の
基
本
理
念
」に
回
帰
し
た
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　今
後
も
、お
客
様
への
感
謝
と
地
域
への
貢
献
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
か
ら
の
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

けんみん信組
「サッカー部」紹介

け
ん
み
ん
信
組 
主
催 

峡
南
地
区

「
家
庭
婦
人
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」を
開
催

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

山
梨
県
民
信
用
組
合 

理
事
長  

廣 

瀬 

正 

文

　
平
成
26
年
11
月
７
日
に
両
国
国
技
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た「
２
０
１
４ 

し
ん
く
み 

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
展

〜
食
の
商
談
会
な
ら
び
に
物
産
展
〜
」に
、当
組
合
か
ら
も

お
取
引
先
企
業
３
社
が
出
展
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
東
京

都
信
用
組
合
協
会
の
主
催
で
、都
内
信
用
組
合
並
び
に
東
日

本
地
区
の
36
の
信
用
組
合
の
協
賛
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

出
展
企
業
に
も
相
当
の
ご
負
担
が
あ
る
な
か
で
、当
組
合
か

ら
も
３
社
の
お
取
引
先
か
ら
の
ご
協
力
を
得
て
、前
半
の
商

談
会
及
び
後
半
の
物
産
展
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
梨
県
民
信
用
組
合
主
催
の「
第
28
回 

峡
南
地
区 
家
庭
婦

人
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
、去
る
11
月
30
日(
日)
、富
士

川
町
民
体
育
館(

主
会
場)

、鰍
沢
中
学
校
体
育
館
及
び
増
穂

商
業
高
等
学
校
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
親
睦
を
目
的

と
し
て
、昭
和
62
年
の
第
一
回
大
会(

峡
南
信
組
時
代)

か
ら
引

き
続
き
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
で
28

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、35
チ
ー
ム
が
参
加
し
、5
パ
ー
ト
11
組
に
分
か
れ

て
リ
ー
グ
戦
と
リ
ン
ク
戦
を
戦
い
ま
し
た
。各
チ
ー
ム
と
も
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、白
熱
の
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。け
ん
み
ん
信
組
か
ら
も「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
」が
出
場
し
、強
豪
チ
ー
ム
揃
い
の
な

か
で
相
当
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、い
つ
も
の
と
お
り
参
加
者

同
士
の
親
睦
交
流
を
深
め
、無
事
大
会
を
終

え
ま
し
た
。

　
山
梨
県
民
信
用
組
合
で
は
、お
取
引
先
の

皆
様
を
は
じ
め
県
内
企
業
の
皆
様
の
持
続
的

発
展
を
支
援
す
る
た
め
、組
合
主
催
の「
経
営

者
セ
ミ
ナ
ー
」を
本
年
度
か
ら
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
、第
一
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
を

11
月
22
日(

土)

、ア
イ
メ
ッ
セ
や
ま
な
し
大
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、若
手
経
営
者
・
後

継
者
向
け
の「
顧
客
創
造
の
極
意
と
経
営
者

と
し
て
の
覚
悟
」と
題
し
た
３
回
シ
リ
ー
ズ
の

初
回
と
し
て「
顧
客
創
造
の
極
意
〜
販
売
な

く
し
て
事
業
な
し
〜
」を
テ
ー
マ
に
、多
く
の
若

手
経
営
者
の
皆
様
の
御
参
加
を
得
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。講
師
と
し
て
お
招
き

し
た
大
阪
に
本
社
の
あ
る
㈱
タ
ナ
ベ
経
営
の
取

締
役 

中
東
和
男 

先
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
講
演

を
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、営
業
店
に
お
け
る
企
業
向
け
サ

ポ
ー
ト
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、経
営
者
の

皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
営
業
店
長
に
も
セ
ミ

ナ
ー
を
聴
講
さ
せ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
開
催
し
た
交
流
会
で

は
、参
加
さ
れ
ま
し
た
若
手
経
営
者
の
皆
様
が

相
互
に
名
刺
交
換
や
意
見
交
換
を
さ
れ
、ま

た
講
師
の
中
東
先
生
と
歓
談
さ
れ
る
な
ど
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
交
流

を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
企
業
に
は
、事
業
承
継
へ
の
対
応
、新
事
業

展
開
や
経
営
革
新
・
経
営
改
善
な
ど
へ
の
取

り
組
み
が
益
々
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、当
組
合
で
は
、

こ
の「
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
今
後
計
画
的
に

開
催
し
て
い
く
と
と
も
に
、営
業
店
に
お
け
る

企
業
向
け
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

企
業
の
皆
様
へ
の
支
援
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

総合相談センター
『出張相談所』開設

「出張相談所」開設日
(平成27年1月～3月)

　けんみん信組では、地域密着型金融を推進
するため、総合相談センターが営業店に出向
いてお客様の各種ニーズに応える総合相談
センター『出張相談所』を開設しています。
　年金や相続、ご融資、事業承継や新分野進
出さらに会社経営などに関しての皆様からの
ご相談に対応いたします。
　なお、複雑なご相談内容につきましては、
総合相談センターでお調べしたうえで、後日、
センターでの来所相談やご自宅への訪問相
談により対応いたします。また、国や県の制度
を活用した専門家派遣による経営相談にも
総合相談センターで対応しておりますので、
お気軽にご利用ください。

　開設店舗に近接する店舗のお客様のご相
談も受け付けますので、詳しくは開設店舗又
は総合相談センターにお尋ねください。

1月15日(木)　南口支店
1月22日(木)　御坂支店
2月  5日(木)　武川支店
2月12日(木)　双葉支店
2月19日(木)　後屋支店
3月  5日(木)　市川支店
3月12日(木)　酒折支店
3月19日(木)　城南支店

　新年明けましておめでとうございます。
2015年の世界経済は、実質GDP成長率が
3.8％（国際通貨基金の発表）で、2014年
（3.3％）からゆるやかな回復が見込まれてい
ます。米国経済の復調による米国市場の活性
化に期待がかかっていますし、アジア地域を
中心とした新興・途上国が引き続き世界経
済を牽引していくことになると思われます。
　近年、新興・途上国は、生産拠点とともに
消費市場としての魅力を高めていますが、中
でも都市部は所得向上と人口増加が進んで
います。一般的に一人当たりの所得が3千米
ドルを超えると耐久消費財の普及期に入り、１
万米ドルを超えると生活必需品以外の支出
が増加するとされています。こうした所得層が
近隣のアジアで増加しており、日本のサービス
や製品の購買層となり、また観光客として訪
日するという動きが活発化しています。昨年後
半からの円安基調は、こうした輸出や外国人
訪日を下支えしていると言えます。
　さて、こうした状況の中で、山梨県内企業の
海外展開はどうなっているでしょうか。ジェトロ
山梨は、事務所を開設した2013年4月～
2014年9月までの１年半に760件を超える貿
易投資のご相談を受け付けました。このうち、
全体の6割が「輸出」に関するご相談で、2割
が「海外投資」についてです。輸出に関しては
国別で中国が約18％と最多でしたが、地域

で見るとASEANが30％超で輸出市場として
関心が高いことが窺えます。また、海外投資の
相談についてもASEANが70％以上を占め
最大となっています。さらにジェトロ山梨が把
握しているだけでも、県内企業は約150の拠
点を海外に展開しています。国内に留まって
いたとしても、昨今の訪日外国人増加に伴
い、山梨にいながら外国人を相手にサービス
を提供する機会が増えている状況ではない
でしょうか。
　海外には成長する魅力的な市場がある一
方、激しい競争や様々なリスクがあるのも事
実です。ジェトロは、そうしたリスクを少しでも
排除し、的確な経営判断ができるような情報
提供を心掛けております。貿易や投資に関す
るご相談は増加傾向にあり、山梨から海外
に、海外から山梨につながろうとする動きはさ
らに加速していくものと思われます。ジェトロ山
梨は、海外とのつながりで元気になっていく
県内企業が増えることで地域活性化に貢献
できればと考えておりますので、本年もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

山梨が世界へ、
世界が山梨へつながる年に

総合相談センター
 フリーダイヤル 0120-732-711

け
ん
み
ん
信
組

第
一
回「
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

に
出
展

　第19回山梨県金融機関対抗サッカー大
会が、去る11月１日(土)南アルプス市八田
河川敷グラウンドで開催され、当組合のサッ
カー部が大会に参加しました。対抗戦方式
の競技を通じて県内金融機関の職員同士の
親睦・交流を深めました。

Ａパート　　2組　優勝　　富沢クラブＡ（南部町）
Ａパート　　5組　優勝　　Ｂ－ＴＯＰ（南アルプス市）
Ａパート　 10組　優勝　　六郷クラブ（市川三郷町）
Ｂパート　　4組　優勝　　フレンズ（笛吹市）
Ｂパート　 11組　優勝　　青柳下Ａ（富士川町）
Ｃパート　　１組　優勝　　南部クラブ（南部町）
Ｃパート　　6組　優勝　　最勝寺（富士川町）
Ｄパート　　8組　優勝　　静川クラブ（身延町）
Ｄパート　　9組　優勝　　舂米（富士川町）
Ｅパート　　3組　優勝　　さくらんぼ（南アルプス市）
Ｅパート　　7組　優勝　　すみれ（甲府市）

第28回 大会結果

出
展
企
業

や
ま
げ
ん
㈱﹇
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
﹈、長
谷
川
醸
造
㈱﹇
甲
州
小
梅
﹈、

㈱
専
匠﹇
甲
州
地
酒
粕
味
噌
漬
柔
ら
か
ロ
ー
ス
﹈

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
展

食
の

ジェトロ山梨
所長 高野 光一

新春
特別寄稿



　新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
素
よ
り
山
梨
県
民
信
用
組
合
に
対
し
ま
し
て
、格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
昨
年
は
、富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
受
け
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
を
迎
え
、ま
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
が
認
可
さ
れ
る
な
ど
、山
梨
県
経
済
の

活
性
化
を
牽
引
す
る
明
る
い
材
料
が
で
て
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
月
の

記
録
的
な
大
雪
に
は
じ
ま
り
台
風
や
大
雨
な
ど
、農
業
や
観
光
業
を
中
心
に
県
民
生

活
に
大
き
な
経
済
損
失
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、私
ど
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
で
は
、

地
元
の
金
融
機
関
と
し
て
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
積
極
的
な
資
金
供
給
や

金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　加
え
て
昨
年
は
、山
梨
県
民
信
用
組
合
が
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
、各

種
記
念
事
業
を
通
じ
て
、皆
様
方
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、お
客
様

と
の「
絆
」が一
層
深
ま
っ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　今
年
も
、山
梨
県
経
済
は
、緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明

感
が
増
し
て
い
る
と
の
観
測
も
あ
る
な
か
で
、中
小
規
模
事
業
者
の
景
況
感
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　私
ど
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
で
は
、こ
う
し
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、信
用
組
合
と
し

て
の
存
在
意
義
を
十
分
に
発
揮
し
、地
域
に
密
着
し
た
金
融
機
関
と
し
て
、皆
様
方
の

お
役
に
立
て
る
も
の
と
考
え
、お
互
い
に
助
け
合
い
、皆
様
と
と
も
に
発
展
す
る
と
い
う

信
用
組
合
の
原
点「
相
互
扶
助
の
基
本
理
念
」に
回
帰
し
た
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　今
後
も
、お
客
様
への
感
謝
と
地
域
への
貢
献
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
か
ら
の
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

けんみん信組
「サッカー部」紹介

け
ん
み
ん
信
組 

主
催 

峡
南
地
区

「
家
庭
婦
人
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」を
開
催

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

山
梨
県
民
信
用
組
合 

理
事
長  

廣 

瀬 

正 

文

　
平
成
26
年
11
月
７
日
に
両
国
国
技
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た「
２
０
１
４ 

し
ん
く
み 

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
展

〜
食
の
商
談
会
な
ら
び
に
物
産
展
〜
」に
、当
組
合
か
ら
も

お
取
引
先
企
業
３
社
が
出
展
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
東
京

都
信
用
組
合
協
会
の
主
催
で
、都
内
信
用
組
合
並
び
に
東
日

本
地
区
の
36
の
信
用
組
合
の
協
賛
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

出
展
企
業
に
も
相
当
の
ご
負
担
が
あ
る
な
か
で
、当
組
合
か

ら
も
３
社
の
お
取
引
先
か
ら
の
ご
協
力
を
得
て
、前
半
の
商

談
会
及
び
後
半
の
物
産
展
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
梨
県
民
信
用
組
合
主
催
の「
第
28
回 

峡
南
地
区 

家
庭
婦

人
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
、去
る
11
月
30
日(

日)

、富
士

川
町
民
体
育
館(

主
会
場)

、鰍
沢
中
学
校
体
育
館
及
び
増
穂

商
業
高
等
学
校
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
親
睦
を
目
的

と
し
て
、昭
和
62
年
の
第
一
回
大
会(

峡
南
信
組
時
代)

か
ら
引

き
続
き
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
で
28

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、35
チ
ー
ム
が
参
加
し
、5
パ
ー
ト
11
組
に
分
か
れ

て
リ
ー
グ
戦
と
リ
ン
ク
戦
を
戦
い
ま
し
た
。各
チ
ー
ム
と
も
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、白
熱
の
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。け
ん
み
ん
信
組
か
ら
も「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
」が
出
場
し
、強
豪
チ
ー
ム
揃
い
の
な

か
で
相
当
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、い
つ
も
の
と
お
り
参
加
者

同
士
の
親
睦
交
流
を
深
め
、無
事
大
会
を
終

え
ま
し
た
。

　
山
梨
県
民
信
用
組
合
で
は
、お
取
引
先
の

皆
様
を
は
じ
め
県
内
企
業
の
皆
様
の
持
続
的

発
展
を
支
援
す
る
た
め
、組
合
主
催
の「
経
営

者
セ
ミ
ナ
ー
」を
本
年
度
か
ら
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
、第
一
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
を

11
月
22
日(

土)

、ア
イ
メ
ッ
セ
や
ま
な
し
大
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、若
手
経
営
者
・
後

継
者
向
け
の「
顧
客
創
造
の
極
意
と
経
営
者

と
し
て
の
覚
悟
」と
題
し
た
３
回
シ
リ
ー
ズ
の

初
回
と
し
て「
顧
客
創
造
の
極
意
〜
販
売
な

く
し
て
事
業
な
し
〜
」を
テ
ー
マ
に
、多
く
の
若

手
経
営
者
の
皆
様
の
御
参
加
を
得
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。講
師
と
し
て
お
招
き

し
た
大
阪
に
本
社
の
あ
る
㈱
タ
ナ
ベ
経
営
の
取

締
役 

中
東
和
男 

先
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
講
演

を
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、営
業
店
に
お
け
る
企
業
向
け
サ

ポ
ー
ト
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、経
営
者
の

皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
営
業
店
長
に
も
セ
ミ

ナ
ー
を
聴
講
さ
せ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
開
催
し
た
交
流
会
で

は
、参
加
さ
れ
ま
し
た
若
手
経
営
者
の
皆
様
が

相
互
に
名
刺
交
換
や
意
見
交
換
を
さ
れ
、ま

た
講
師
の
中
東
先
生
と
歓
談
さ
れ
る
な
ど
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
交
流

を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
企
業
に
は
、事
業
承
継
へ
の
対
応
、新
事
業

展
開
や
経
営
革
新
・
経
営
改
善
な
ど
へ
の
取

り
組
み
が
益
々
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、当
組
合
で
は
、

こ
の「
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
今
後
計
画
的
に

開
催
し
て
い
く
と
と
も
に
、営
業
店
に
お
け
る

企
業
向
け
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

企
業
の
皆
様
へ
の
支
援
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

総合相談センター
『出張相談所』開設

「出張相談所」開設日
(平成27年1月～3月)

　けんみん信組では、地域密着型金融を推進
するため、総合相談センターが営業店に出向
いてお客様の各種ニーズに応える総合相談
センター『出張相談所』を開設しています。
　年金や相続、ご融資、事業承継や新分野進
出さらに会社経営などに関しての皆様からの
ご相談に対応いたします。
　なお、複雑なご相談内容につきましては、
総合相談センターでお調べしたうえで、後日、
センターでの来所相談やご自宅への訪問相
談により対応いたします。また、国や県の制度
を活用した専門家派遣による経営相談にも
総合相談センターで対応しておりますので、
お気軽にご利用ください。

　開設店舗に近接する店舗のお客様のご相
談も受け付けますので、詳しくは開設店舗又
は総合相談センターにお尋ねください。

1月15日(木)　南口支店
1月22日(木)　御坂支店
2月  5日(木)　武川支店
2月12日(木)　双葉支店
2月19日(木)　後屋支店
3月  5日(木)　市川支店
3月12日(木)　酒折支店
3月19日(木)　城南支店

　新年明けましておめでとうございます。
2015年の世界経済は、実質GDP成長率が
3.8％（国際通貨基金の発表）で、2014年
（3.3％）からゆるやかな回復が見込まれてい
ます。米国経済の復調による米国市場の活性
化に期待がかかっていますし、アジア地域を
中心とした新興・途上国が引き続き世界経
済を牽引していくことになると思われます。
　近年、新興・途上国は、生産拠点とともに
消費市場としての魅力を高めていますが、中
でも都市部は所得向上と人口増加が進んで
います。一般的に一人当たりの所得が3千米
ドルを超えると耐久消費財の普及期に入り、１
万米ドルを超えると生活必需品以外の支出
が増加するとされています。こうした所得層が
近隣のアジアで増加しており、日本のサービス
や製品の購買層となり、また観光客として訪
日するという動きが活発化しています。昨年後
半からの円安基調は、こうした輸出や外国人
訪日を下支えしていると言えます。
　さて、こうした状況の中で、山梨県内企業の
海外展開はどうなっているでしょうか。ジェトロ
山梨は、事務所を開設した2013年4月～
2014年9月までの１年半に760件を超える貿
易投資のご相談を受け付けました。このうち、
全体の6割が「輸出」に関するご相談で、2割
が「海外投資」についてです。輸出に関しては
国別で中国が約18％と最多でしたが、地域

で見るとASEANが30％超で輸出市場として
関心が高いことが窺えます。また、海外投資の
相談についてもASEANが70％以上を占め
最大となっています。さらにジェトロ山梨が把
握しているだけでも、県内企業は約150の拠
点を海外に展開しています。国内に留まって
いたとしても、昨今の訪日外国人増加に伴
い、山梨にいながら外国人を相手にサービス
を提供する機会が増えている状況ではない
でしょうか。
　海外には成長する魅力的な市場がある一
方、激しい競争や様々なリスクがあるのも事
実です。ジェトロは、そうしたリスクを少しでも
排除し、的確な経営判断ができるような情報
提供を心掛けております。貿易や投資に関す
るご相談は増加傾向にあり、山梨から海外
に、海外から山梨につながろうとする動きはさ
らに加速していくものと思われます。ジェトロ山
梨は、海外とのつながりで元気になっていく
県内企業が増えることで地域活性化に貢献
できればと考えておりますので、本年もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

山梨が世界へ、
世界が山梨へつながる年に

総合相談センター
 フリーダイヤル 0120-732-711

け
ん
み
ん
信
組

第
一
回「
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

に
出
展

　第19回山梨県金融機関対抗サッカー大
会が、去る11月１日(土)南アルプス市八田
河川敷グラウンドで開催され、当組合のサッ
カー部が大会に参加しました。対抗戦方式
の競技を通じて県内金融機関の職員同士の
親睦・交流を深めました。

Ａパート　　2組　優勝　　富沢クラブＡ（南部町）
Ａパート　　5組　優勝　　Ｂ－ＴＯＰ（南アルプス市）
Ａパート　 10組　優勝　　六郷クラブ（市川三郷町）
Ｂパート　　4組　優勝　　フレンズ（笛吹市）
Ｂパート　 11組　優勝　　青柳下Ａ（富士川町）
Ｃパート　　１組　優勝　　南部クラブ（南部町）
Ｃパート　　6組　優勝　　最勝寺（富士川町）
Ｄパート　　8組　優勝　　静川クラブ（身延町）
Ｄパート　　9組　優勝　　舂米（富士川町）
Ｅパート　　3組　優勝　　さくらんぼ（南アルプス市）
Ｅパート　　7組　優勝　　すみれ（甲府市）

第28回 大会結果

出
展
企
業

や
ま
げ
ん
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州
小
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﹈、

㈱
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匠﹇
甲
州
地
酒
粕
味
噌
漬
柔
ら
か
ロ
ー
ス
﹈

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
展

食
の

ジェトロ山梨
所長 高野 光一

新春
特別寄稿
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工　　房／山梨県韮崎市穂坂町宮久保783
     ☎ 0551-23-0711
浅草橋店／東京都台東区柳橋1丁目32番5号
杉 並 店／東京都杉並区堀の内1丁目6番3号

　初代市川豊玉の長男として東京・浅草に生まれる。８歳より祖父「江戸の名工」甲冑師
市川光玉斎に指導を受け、無形文化財(故)佐久間珖甫に衣裳着、京人形師 中川春朋に
有職雛の技法、頭師(故)小宮映峯に桐塑を学ぶ。平成19年経済産業大臣指定伝統工芸
士に認定される。

　経営者の高齢化が進み、後継者不
在といった状況の中で、事業承継問題
が一段と顕在化してきています。この
ため、当組合では、営業職員の相談対
応能力の一層の向上を図るための「事
業承継研修」を計画的に実施し、お取
引先の皆様からのお問合せやご相談
に迅速・的確にお応えするための取り
組みを強化してまいりました。
　本年も、営業職員が研鑚に努めると
ともに、総合相談センターでの相談機
能の活用も図りつつ、お取引先の皆様
の事業承継問題に対するサポートを
強化してまいります。

《受賞歴》
内閣総理大臣賞、文部科学大臣賞、経済産業大臣賞、中小企業庁長官賞、
東京都優秀技能表彰、東京都技能功労賞、東京都知事賞、関東通産局局長
賞、東京商工会議所会頭賞など多数受賞

《所属》
東京都雛人形工業協同組合会員、(社)日本人形協会・節句人形工芸士委
員、東京都伝統工芸士会、日本伝統工芸士会、東京都雛人形工業組合理事

皆様の豊かなくらしの実現とたしかな未来を築くために、
山梨県民信用組合はこれからも
皆様のベストパートナーをめざして

こころのこもったサービスをお届けいたします。

皆様の豊かなくらしの実現とたしかな未来を築くために、
山梨県民信用組合はこれからも
皆様のベストパートナーをめざして

こころのこもったサービスをお届けいたします。
八ヶ岳から望む富士山 
　撮影　武川支店　　　
            守屋 仁美 さん

八ヶ岳から望む富士山 
　撮影　武川支店　　　
            守屋 仁美 さん

私たちは緑の募金に
参加しています。

私たちは
献血推進キャンペーンを
応援しています。

＜発行所＞
山梨県民信用組合 総合相談センター
〒400-0032 甲府市中央１丁目18-6
℡ 055-233-4176
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

お取引状況に応じて金利を最大△1.5％引き下げます。
さらにWish をご契約のお客さまは△0.2％引き下げます !!

対 象 :● 幼稚園から大学院まで

スマートフォンからのお申込みはこちらから
※通信料はお客さまのご負担となります。
※一部の機種ではご利用いただけない場合がございます。

対 象 :● 専門学校・短期大学・大学・大学院

スマートフォンからのお申込みはこちらから
※通信料はお客さまのご負担となります。
※一部の機種ではご利用いただけない場合がございます。

10万円から最高1,000万円
ご融資金額

50万円から最高500万円
ご融資金額

キャンペーン期間中Wishをご契約のお客さまに

通常
金利

（変動金利型）
※保証料を含みます。

通常
金利
お取引状況に応じて金利を最大△1.5％引き下げます。

（変動金利型）
※保証料を含みます。

最優遇
金利 ※保証料を含みます。（変動金利型）

最優遇
金利 ※保証料を含みます。（変動金利型）

詳しくは、けんみん信組の窓口または、
営業係までお気軽にお問い合わせください。

もれなく図書カード（500円分）をプレゼント 平成26年 平成27年
11月4日（火） 4月30日（木）~

キャンペーン期間

!!

き ょ う い く

イノベーション

ウ ィ ッ シ ュ
カードローン型

証書貸付型

平成26年11月4日現在

2015

写真は、46人の営業職員等が参加し、
11月1日（土）に開催した第2回事業承継
研修会の模様です。

 

江
戸
の
人
形
製
法
は
京
都
の
影
響
を
受
け
江

戸
時
代
に
は
じ
ま
り
、江
戸
中
期
の
宝
暦
頃(

一

七
五
一
〜
六
三
年)

に
写
実
的
で
洗
練
さ
れ
た

江
戸
前
の
姿
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。幕
府
が
度

重
な
る
禁
令
で
人
形
の
大
き
さ
や
贅
沢
を
厳

し
く
取
り
締
ま
っ
た
こ
と
で
、江
戸
の
人
形
師

は
江
戸
っ
子
の
心
意
気
で
創
意
工
夫
を
重
ね
、

色
合
い
が
自
然
で
、渋
好
み
、小
さ
く
て
も
大

変
高
品
質
な
節
句
人
形
を
生
み
出
し
ま
し

た
。こ
れ
が「
江
戸
節
句
人
形
」が
独
自
の
発
展

を
遂
げ
る
契
機
と
な
り
、そ
の
作
風
が
現
在
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。武
家
の
町
江
戸
で
は
、

日
本
橋
十
軒
店(

現
在
の
室
町
3
丁
目
付
近)

に
毎
年
雛
市
・
甲
人
形
市
が
立
ち
、江
戸
の
風

物
詩
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。時
代

が
明
治
を
迎
え
、明
治
6
年
の
五
節
句
の
廃
止

に
よ
っ
て
一
時
的
に
衰
退
し
た
も
の
の
、そ
の

後
、雛
祭
り
や
端
午
の
節
句
は
再
び
盛
ん
に
な
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御
名
刺
に
は「
有
職
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」と
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
ゆ
う
そ
く
」と
読
み
、本

来
は「
有
識
」だ
っ
た
の
で
す
が
、「
有
職
」と

書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、公
家
・
武
家
な
ど
の

行
事
、儀
式
、官
職
等
に
関
す
る
知
識
に
詳
し

い
も
の
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。歴
史
と
伝

統
を
受
け
継
ぐ
節
句
人
形
の
人
形
師
の
方

は
、だ
か
ら「
有
職
」な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

り
、明
治
、大
正
、昭
和
に
か
け
て
多
く
の
名
人

名
工
が
登
場
し
ま
し
た
。現
在
も
そ
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、江
戸
風
の
粋
と
精
緻
な
造
り

の「
江
戸
節
句
人
形
」が
製
作
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。

　
現
在
は「
人
形
」と「
甲
冑
」に
大
別
さ
れ
て

い
ま
す
が
、元
来
双
方
と
も
人
形
師
の
仕
事
で

し
た
の
で
、「
江
戸
節
句
人
形
」は「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き

経
済
産
業
大
臣
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
経
済
産
業
大
臣
指

定
伝
統
的
工
芸
品
は
平
成
26
年
11
月
現
在
で

二一
九
点
指
定
さ
れ
て
い
て
、そ
の
う
ち
人
形
・こ

け
し
分
野
で
は
八
点
の
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
川
豊
玉
人
形
工
房
の
歴
史
は
、今
か
ら

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
百
五
十
年
前
江
戸
時
代

嘉
永
2
年
、御
人
形
司
近
江
屋
安
兵
衛
に
そ

の
歴
史
が
始
ま
り
、そ
の
後
、時
代
を
経
て
蓬

玉
流
派
直
系
門
下
の
中
に
江
戸
の
名
工
と
謳

わ
れ
た
市
川
光
玉
斎
が
登
場
し
ま
す
。光
玉

斎
の
長
子
が
市
川
豊
玉
を
名
乗
り
、そ
の
長

子
が
二
世
市
川
豊
玉
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
伝
統
的
工
芸
品

「
江
戸
節
句
人
形
」の
工
房
が
韮
崎
市
穂
坂
町

に
あ
る
と
初
め
て
知
り
、今
回
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。市
川
豊
玉
さ
ん
が
こ
の
地
に
工
房
を

構
え
ら
れ
た
の
が
平
成
元
年
と
の
こ
と
。そ
の

動
機
を
お
伺
い
し
て
ま
た
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
に
ド
ラ
イ
ブ
に
来
て
、た
ま
た
ま
韮
崎
Ｉ
・

Ｃ
で
中
央
道
を
降
り
た
際
に
穂
坂
の
景

色
が
と
て
も
気
に
入
り
、そ
こ
に
た
ま
た
ま

「
売
地
」の
看
板
を
見
つ
け
て
、こ
こ
に
工
房
を

建
て
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
の
こ
と
。東
京
の

工
房
の
拡
張
を
検
討
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
と

は
言
え
、こ
の
地
を
選
ば
れ
た
決
断
に
感
謝
。

　
お
話
を
お
伺
い
し
て
い
て
感
じ
ら
れ
る
温
厚

で
気
さ
く
な
お
人
柄
の
市
川
さ
ん
が
、ひ
と
た

び
工
房
に
入
ら
れ
る
と
立
ち
居
振
る
舞
い
か
ら

表
情
ま
で
一
変
さ
れ
ま
す
。そ
こ
に
は
、伝
統
の

技
術
、伝
統
の
技
法
、伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て

き
た
材
用
で
江
戸
節
句
人
形
を
製
作
す
る
伝

統
工
芸
士
・
市
川
豊
玉
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

伝統工芸士

じ
ゅっ
け
ん
だ
な

ひ
な
い
ち

か
ぶ
と
に
ん
ぎ
ょ
う
い
ち

かっ
ち
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う

せ
い
ち

けんみん信組では、皆様の「
事
業
承
継
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

工
房
訪
問

市川豊玉

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
契
約
満
了
に
よ
り

表
示
を
外
し
ま
し
た
。

市川豊玉 検索


